
日本基督教団 八ヶ岳伝道所  宗教改革記念日主日礼拝  NO.1143  2020 年 10 月 25 日 

牧師  山本護    奏楽 山本恵美  第一部礼拝  司式  青柳明美     9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います                第二部礼拝   司式  福田奈里子  11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  73 くすしきかみ、たえなる主よ 

祈  禱 

聖  書 出エジプト記 33:22~23 

          マタイによる福音書 9:13 

讃 美 歌 267 神はわがやぐら  

説  教 『 愛を創造する方 』 

祈  禱 

讃 美 歌  249 われつみびとの 

聖 餐 式 

讃 美 歌 203 しずけきやすけき 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 540 みめぐみあふるる 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面のあいだ省略します 

 まさかこんな驚くべき改革になろうとは。神学を専門にしていたルター修道士は、普通に神学者ら

と討論するつもりで「贖宥に関する 95 箇条の提題」を公にした。1517 年 10 月 31 日のこと。「箱の

中へ投げ入れられた金が音を立てるやいなや、魂が煉獄から飛び上がると言う人たちは、人間のつく

りごとを宣べ伝えている(提題 27)」。教会が贖宥状(免罪符)を売り出したことへの痛烈な批判。また「教

会の真の宝は、神の栄光と恵みとのもっとも聖なる福音だけである(提題 62)」とも述べた。このこと

でルターは異端審問にかけられ、嫌疑には正確に反駁していき、それらが宗教改革の土台となった。 

 「わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである(ﾏﾀｲ 9:13b)」。よく知ら

れたイエスの言葉だが、教会ではあまりに知られ過ぎていて、ともすれば新鮮に響かなくなっている。

これを逆説とか、イエスらしい角度のついた表現とかで、適度に納めてしまってはいまいか。イエス

の言葉に衝撃を感じないのは、私たちのレンズが曇り、感性が劣化しているからではないのか。ルタ

ーの言説で私たちのレンズと感性を磨き直し、それからもう一度イエスの言葉に耳を傾けてみよう。 

 「人間の愛はその愛の対象によって成立するが、神の愛は愛の対象を見いだすのではなく創造する」

とルターは述べた。イエスの言葉を創造的な愛として聞くと、新鮮な風が吹く。私たちは正しく生き

る者を義人とし、罪を為す者を罪人する。また実際に愛の対象があってこそそれを「愛しうる」。しか

し神の愛はまったく違う。罪人は招かれるにふさわしくないが、神に愛されるがゆえに招かれる。神

の愛ゆえに罪人は美しい、神の愛ゆえに罪人は尊い、そんな神の愛が私たちに注がれている(ﾛﾏ 5:5)。 

 「わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである(ﾏﾀｲ 9:13b)」。罪人に対

して神の愛は創造される。弱い者に、愚かな者に、病に臥せる者に対して、愛は創造される。「罪人を

招く」イエスのふるまいこそ、神の愛による創造であり、この私への愛だと受け取れるだろうか。 

多くの人間は、適度に義人で適度に罪人であろう。世の中でも教会でも、正しさは時代や社会に規

定され、その範疇で適度に正しいとされる。普遍的なのはむしろ「罪」。私のこの罪ゆえに、御許に招

いていただきたい。神による愛の創造性に与り、私の罪を義に、私の死を命に変えていただきたい。 

 「わが栄光が通り過ぎるとき、わたし(主)はあなた(ﾓｰｾ)をその岩の裂け目に入れ、わたしが通り過

ぎるまで、わたしの手であなたを覆う。わたしが手を離すとき、あなたはわたしの後ろを見るが、わ

たしの顔は見えない(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 33:22~23)」。神はモーセばかりか、罪人の私たちにも気配を感じさせ、

その後ろ姿を見せてくれることがある。そんな経験、あるのではないか。だがそれだけでは不充分。 

「神は、宣教という愚かな手段によって信じる者を救おうと、お考えになった(Ⅰｺﾘﾝﾄ 1:21b)」。愚

かな宣教は十字架を証しする(1:23)。神の栄光だけでなく、十字架をも重ね合わせる。創造的な愛は

究極的に十字架として現れ、私を創造する。私の罪が十字架に招かれ、新たな命を得るのだ(ﾛﾏ 6:5~6)。 

「罪の重荷」と言い習わされている いや重荷はむしろ「義」ではないか 背負うにせよ抱えるに

せよ荷は重い 罪は身体化していて軽い この致命的な軽さ 身体化できずに重いままの義もまた 

宗教改革記念日は 10 月 31 日、本日は記念日礼拝で聖餐式を行います。コロナを用心し牧師だけが

パンと葡萄液に与りますが、皆さんは聖霊の御手によって本質であるキリストの命に与って下さい。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


